
中学校 技術・家庭科(技術分野)学習指導案 
指導者  向田 識弘  

日  時  平成 30 年７月４日（水） 第１限（８：４０～９：３０） 
場  所  第２技術教室 
学年・組  中学校２年Ｂ組２０名（男子１０名，女子１０名） 
題  材  Ｃエネルギー変換の技術(１)ア，イ「技術による問題解決の工夫を読み取る製品の分解」 
目  標   ・製品の分解・組立や実験を通して，動力伝達の仕組みについて知ることができる 

・社会からの要求，安全性，環境負荷や経済性などに着目し，機器に用いられている技

術が最適化されていることについて考えることができる 

・動力伝達の構成を変えることで，動作や出力に違いが生じることを知り，目的に応じ

た動力伝達の機構モデルを考えることができる 

・生活や社会で見いだされた問題が様々な観点から技術的に解決されていることに気

づくことができる 
       
指導計画（本時１時間目／全４時間） 

時

間 
各時間の目標 

観点との対応 

知・技 思 学 

① 
○掃除機モデルの分解・組立ができる 

○開発者が設計に込めた意図を読み取ることができる 
 ○  

② 
○身の回りの動力伝達の仕組みを知る 
○簡単な実験を通して，歯車の回転方向，歯数及び回転数の関係を知る 

○   

③ 
○出力軸の回転速度を変化させ，２種類の歯車装置が製作できる 
○２種類の歯車装置を比較し，出力軸の回転数と回転力の関係を知る 

○   

④ 
○課題を把握し，歯車装置に必要な出力軸の回転数と回転力を求めるこ
とができる 
○課題を解決するための歯車装置を製作できる 

 ○  

※知・技：知識及び技能，思：思考力，判断力，表現力等，学：学びに向かう力等 
 

授業について 

貸出教材である掃除機模型を利用して，製品モデルの分解から設計者の意図を読み取る学習を行う。

この学習を契機として，エネルギーを伝達するための基礎的な技術の仕組みなどを学習する。掃除機

モデルの分解・組立を行い，製品の開発経緯を考え，製品に用いられている技術が，社会からの要求

や環境負荷，経済性など様々な観点から最適化されていることを理解させたい。 

この教材は生徒に身近な掃除機を安全かつ簡単に分解・組立できるようモデル化したものである。

教材を利用することにより，生徒にも身近に感じることのできる掃除機モデルを簡単に分解できる。

また，実際の製品に使われている部品を観察し，技術の仕組みを調べることにより，生徒の興味・関

心を持たせながら，問題解決の工夫を読み取ることができる。 

本授業（指導計画第１時）では掃除機の分解・組立を通して，「掃除機の吸引力を持続したい」とい

う問題点を解決する過程において，掃除機の開発者が設計に込めた意図について考えさせる。製品の

構造について，グループで分解した部品を調べる学習活動を行い，製品が技術的な問題をどのように

工夫して解決できたのかについて考えさせる。また，製品が開発されるまでの過程を学び，様々な観

点で設計されていること，製品の設計には「技術の仕組み」や「科学的な原理・法則」が必要である

ことを気付かせたい。 



題 目 製品の分解を通して製品のデザイン基準を知ろう 
 
本時の学習目標 

掃除機に組み込まれている技術の最適化について考えることができる 
生活や社会で見いだされた問題が様々な観点から解決されていることに気づくことができる 
 

本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 ◇指導上の留意点・●評価 
【導入】（10分） 
○サイクロン掃除機
の誕生 
 
 
○学習内容の確認 

○サイクロン掃除機がなぜ生まれたのか
を考える。 

・従来使われていた紙パック式の掃除機
を説明する。 

○実際のサイクロン掃除機を体験する。 
○本時の目標を確認する。 
 
 

◇製品が生まれる前の掃除機につ
いて説明する。 

◇紙パック式の掃除機の問題点を
知る。 
①フィルタ付近の目詰まり 
②紙パックの交換費用 

 
 

【展開】 
（15分） 
○サイクロンパート
（下側）の分解 
 
 
〇サイクロンパート
（上側）の分解 
 
 
 
 
 
 
 
○ボディパートの分解 
 

 
 
○空気の流れとゴミの動きに注目し，筒

の中でサイクロン技術がどのように使
われているのかを調べる。 

 
○クリアビン内で取り切れないゴミを集

めるための構造を調べる。 
・円錐形の部分に流れる空気とゴミの動

きを確認する。 
⇒空気とゴミはサイクロン部分から出て

いくがゴミは重力に従って下側に落ち
る。空気は上昇気流が生じ，ボディパー
ト内に流れていく。 

 
○ボディパート内の空気の流れを考え

る。 
・フィルタから外に空気が排出されるま

での流れを確認する。 
⇒ボディパート内に入ってきた空気はモ

ータを通り，小さなすき間から最後の
フィルタへと流れる。 

 
 
◇大きなゴミはクリアビンの下に
たまるが，ダニの死がいや微細な
ゴミは空気とともに流れていく。 
 
◇円錐形によって遠心力が働き，

先が細くなることでらせん状に
空気が下降する。 

◇２層構造で計２４個のサイクロ
ンが強力な遠心力となり吸引力
を大きくする。 

 
 
 
◇１分間に約１０万回転すること
で強力な空気の流れを作るだけで
なく，小型で軽量なモータになっ
ている。 
 

(10分) 
 
〇分解した部品の役
割を考える 
 

 
 
【発問】「サイクロン部分でゴミを取り除
いたはずなのに２つのフィルタは必要な
のか」 
⇒サイクロンパートについているフィル

タはモータ内にゴミが入るのを防ぐ 
⇒ボディパート内のフィルタは外に出す

空気の清浄をしている。 
 
 
○クリアビンはなぜ透明なのかを考え
る。 
○モータが収納されている白いカバーの
果たす役割を考える 

 
 
◇製品の品質を保証し，使用する
上での安全性を確保するための機
能を持たせている。 
・ゴミの量がわかるだけでなく，
使用者の掃除の意欲を高める。 
・騒音などの環境に配慮した製品
になっている。 
 
 
●社会からの要求，安全性，環境
負荷や経済性などに着目し，掃除
機に組み込まれている技術の最適
化について考えることができる
（ワークシート） 
 
 

製品の分解を通して製品のデザイン基準を知ろう 

【展開Ⅰ】掃除機に流れる空気と吸い込まれるゴミの流れを考える。 

【展開Ⅱ】分解した部品から製品の仕様について考える。 



【まとめ】(15分) 
○様々な観点から製
品を評価し，学習を振
り返る 
 

○分解した部品を組み立てる。 



技術・家庭科（技術分野） C エネルギー変換の技術 学習日：  月   日（  ） 

製品を分解して構造を調べよう 

目標：製品の分解を通して製品のデザイン基準を知る 

□ サイクロン式掃除機の分解をしよう 

１．これまで使われていた紙パック式掃除機の課題は何だろう。 
 ①．         

 ②．         
２．掃除機内に吸い込まれた空気の流れとゴミの動きを調べよう。 
 空気はどのように流れていくのでしょうか。 

サイクロンパート下部        サイクロンパート上部 

 
 
 
 
 
 
 
 掃除機内に吸い込まれたゴミはどのようにたまっていくのでしょうか 

 
３．分解した部品から製品の仕様についてグループで考えよう。 

①“２つのフィルタ”はなぜ必要なのか 
サイクロンパートについているフィルタの役割 ボディパートについているフィルタの役割 
  

②クリアビンはなぜ透明なのだろうか ③モータのまわりの白いカバーはなぜ必要なのか  

  

 
４．製品の分解・組立を通して，製品がどのような考えで設計されているのか考えよう。 
 

 

 

 



実践上の留意点 

 

１．授業説明 

 この授業は新学習指導要領「C エネルギー変換

の技術」の指導内容（１）




